
第6回非歯原性歯痛診断実習セミナー 

Advanceコースのご案内 第２報（募集開始のお知らせ） 

平成28年2月8日 

日本口腔顔面痛学会主催 

担当：セミナー企画運営委員会 

 

従来の非歯原性歯痛診断セミナー（含む Basic コースプログラム）からステップアップし、口

腔顔面痛の高度な知識、診断、初期治療までを診断実習を通して習得することを目的とした

アドバンスコースです。非歯原性歯痛における神経障害性疼痛や頭痛の最新事項の確認、

薬物療法立案も含めた診断実習をグループワークにより実践的に行います。 

【会期】平成 28 年 3 月 6 日（日）10:00～17:00 

（9:30 受付開始、終了時間は若干変更の可能性あり） 

【会場】大阪大学歯学部記念会館 2 階多目的ホール（大阪大学吹田キャンパス） 

【募集人数】 30 名 程度（グループワークがあるため 6名×5 グループの予定） 

【受講資格および対象】 

日本口腔顔面痛学会の会員に限ります。 

従来の診断セミナーまたは診断セミナーBasic プログラムを修了していることを推奨します。また、「口

腔顔面痛の診断と治療ガイドブック」を、当日持参することを推奨します。以下の事項を理解されてい

ることを前提とするため、各自、事前に知識習得が必要と判断された場合は、平成 28 年度に予定さ

れる口腔顔面痛ベーシックセミナーおよび口腔顔面痛診断実習セミナーを先に受講されることを推

奨します。 

①臨床診断推論を理解している。臨床診断推論実習を行ったことがある。 

②筋触診により関連痛の確認ができる。また、関連痛のメカニズムを説明できる。 

③神経障害性疼痛の診断においてアロディニアなどの神経学的診査を行い、初期治療としての

薬物療法が実施できる、あるいは他院へ診療依頼を行うことができる。 

④緊張型頭痛、片頭痛、群発頭痛を理解している。 

【認定単位】 

本セミナーは、日本口腔顔面痛学会認定医、専門医等の申請要件および資格更新の

単位付与の対象となっています。受講修了証明はすべてのプログラムを受講された方

に対し認められます。遅刻・早退により一部受講されなかった場合は修了となりません

のであらかじめご承知おき願います。また、日本歯科医師会の生涯研修としての単位も

認定されます。なお、本診断実習セミナーadvanceコースは、認定医、専門医申請必要

要件の「診断セミナー」には該当しませんのでご注意下さい。（認定医、専門医申請要

件に該当する診断セミナーは平成28年8月に東京で開催の予定です。） 

【受講料】 

12,000円（お弁当、飲み物はこちらで用意いたします。） 



納付された受講料は原則としてお返しいたしません。 

【申し込み方法】  

受講ご希望の先生は、平成 28 年 2 月 22 日（月）までに日本口腔顔面痛学会事務局 担

当：杉崎までメールでご連絡下さい。 

メールアドレス：jsop-service@onebridge.co.jp 

メールの受け取り後、ご案内メールをします。5 日経過後もご案内メールが届かない時

は再度メール頂くか、一ツ橋印刷株式会社学会事務センター内、日本口腔顔面痛学会

事務局 担当：杉崎 TEL: 03-5620-1953 までご連絡下さい。参加費は事前振り込み制

となり、振り込み確認後、受付完了となります。実習の準備のため当日申し込みは受け

付けません。（申し込み期間内であっても定員に達し、受講できない場合がございま

す。） 

 

【プログラム】 

9:30 受付開始 

10:00 セミナー開始、講師紹介 

10:00－10:10 プレテスト 

10:10－10:20 臨床診断推論実習症例提示（講義 10 分：大久保昌和） 

10:20－10:50 国際頭痛分類（ICHD-3β）における Trigeminal Neuralgia について（講義

30 分：野間昇） 

10:50－11:20 非歯原性歯痛の診断に必要な頭痛の知識（三叉神経自律神経性頭痛を

中心に）（講義 30 分：大久保昌和） 

（休憩 10 分） 

11:30－12:10 臨床診断推論実習（実習 40 分：グループインストラクター：石垣尚一、今村佳

樹、大久保昌和、篠田雅路、築山能大、原節宏、福田謙一、村岡渡、和嶋浩

一、野間昇、峯 篤史、高岡亮太） 

12:10－12:20 症例解説（講義 10 分：大久保昌和） 

12:20－12:30 午前総合質疑応答・講師コメント 

（休憩・昼食 60 分）  

13:30－13:40 臨床診断推論実習症例提示（講義 10 分：村岡渡） 

13:40－14:15 定量感覚検査の解釈と神経障害性疼痛の診断（講義 35 分：野間昇） 

14:15－14:50神経障害性疼痛治療に必要な痛みのメカニズムと臨床薬理学（講義 35分：

篠田雅路） 

（休憩 10 分） 

15:00－15:35 神経障害性疼痛の薬物療法の各種ガイドラインの解説（講義 35分：和嶋浩

一） 

15:35－16:15 臨床診断推論実習（実習 40 分：グループインストラクター：石垣尚一、今村佳
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樹、大久保昌和、篠田雅路、築山能大、原節宏、福田謙一、村岡渡、和嶋浩

一、野間昇、峯 篤史、高岡亮太） 

16:15－16:35 症例解説（講義 10 分：村岡渡） 

16:35－16:45 総合質疑応答・講師コメント 

16:45－16:55 ポストテスト 

16:55－17:00 ポストテスト答え合わせ 

17:00 セミナー終了予定 （合計 7時間 00分の予定） 

【参加予定講師】 

石垣尚一（大阪大学）、今村佳樹（日本大学歯学部）、大久保昌和（日本大学松戸歯学部）、

篠田雅路（日本大学歯学部）、築山能大（九州大学）、原節宏（日本歯科大学）、福田謙一（東

京歯科大学）、村岡渡（川崎市立井田病院）、和嶋浩一（慶應義塾大学）、野間昇（日本大学

歯学部）、峯 篤史（大阪大学）、高岡亮太（大阪大学） 

 


